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成果の概要／鈴木 肇 

 

2025 年 6 月 2 日～5 日（現地時間）にイタリア・パレルモで開催された国際会議「13th 

International Conference on Environmental Catalysis（ICEC2025）」に、京都大学教育研究

振興財団の国際研究集会発表助成を賜り、参加および口頭発表を行って参りました。本国際

学会は、環境触媒分野において主要な学会のひとつであり、世界 40 カ国以上から 400 名を

超える研究者が集まりました。約 300 件に及ぶ発表が行われ、会期中は常に活発な議論が

展開されていました。若手研究者の参加も多く、活気あふれる学会となっていました。 

 

本会議のサブタイトルは、「新たな課題への挑戦」であり、自動車排ガス処理、空気清浄、

水処理、再生可能エネルギー、グリーンケミストリー、CO2 の資源化や再利用、水素製造・

貯蔵、光触媒・電極触媒など、広範な分野を対象に、持続可能社会の実現を目指した研究成

果が多数発表されました。私は本会議において、光触媒による水の酸化反応に関する最新の

研究成果について、「Spontaneous Adsorption of Iridium Chloride Complex on Oxychloride 

Photocatalysts Provides Efficient and Durable Reaction Site for Photocatalytic Water 

Oxidation」という題目で口頭発表を行いました。本研究は、太陽光を利用した水素製造を

目指した可視光応答型光触媒の高性能化を目的に、近年注目されている層状酸ハロゲン化

物光触媒に対して新たな助触媒担持手法を提案したものです。代表的な層状酸ハロゲン化物

光触媒である Bi4NbO8Cl を用い、イリジウム（Ir）塩化物前駆体水溶液中で単に撹拌するだ

けで、光触媒粒子表面に Ir 種が自発的に高分散で吸着・担持されることを明らかにしまし

た。この担持試料は、無担持試料と比較して、可視光照射下で一桁以上高い酸素生成活性を

示し、高い耐久性も確認されました。さらに、XAFS（X 線吸収微細構造）測定などのキャ

ラクタリゼーションにより、Ir 種が Cl を介して酸ハロゲン化物表面に担持されていること

が示唆され、これが高効率な電荷移動および水の酸化反応の促進に寄与していると考察して

います。 

 

この成果を国際学会で口頭発表することで、参加者から貴重なコメントや質問をいただ

き、有意義な意見交換ができました。また、欧州をはじめとした海外の研究者の発表や議論

を通じて、国際的な研究動向について理解を深め、大きな刺激を受けました。このような貴

重な経験を得ることができましたのも、ひとえに京都大学教育研究振興財団のご支援のお

かげです。この場を借りて、心より御礼申し上げます。今後も本成果を基盤として、太陽光

水素製造技術の一層の発展に向けて、着実に研究を進めて参ります。 

 


